
こ
れ
で
は
第
二
の
原
発
事
故
も
あ
り
得
る
！

ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
の
会
結
成

地
震
活
動
が
活
発
化
す
る
中
で
の
原
発

再
稼
働
。
こ
の
無
謀
な
現
実
で
は
『
第
二
の

原
発
事
故
』
を
も
想
定
し
た
対
策
が
必
要
で

す
。
有
志
の
呼
び
か
け
で
『
ヨ
ウ
素
剤
の
事

前
配
布
を
求
め
る
会
』
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
の
経
験
は
、
安
定
ヨ
ウ
素

剤
の
服
用
に
よ
り
子
ど
も
達
を
守
る
こ
と

が
緊
急
課
題
で
あ
る
と
教
え
て
い
ま
す
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
効
果
的
な
利
用
に
は

事
前
の
各
家
庭
へ
の
配
布
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
の
運
動
が
始
ま
り
要
望
書
を
関
係

す
る
各
省
庁
や
自
治
体
、
電
力
会
社
へ
提
出

し
ま
す
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
の
要
望
書

（
要
旨
）

○
国
が
承
認
し
た
ヨ
ウ
素
剤
を
、
医
師
の
処

方
と
薬
剤
師
の
調
剤
の
も
と
に
、
事
前
に
必

要
な
人
に
、
き
ち
ん
と
し
た
使
用
法
の
情
報

を
添
え
て
渡
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

○
事
前
に
渡
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
震
や
事

故
時
の
混
乱
の
な
か
で
の
、
有
効
な
服
用
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

○
放
射
性
ヨ
ウ
素
の
飛
散
は
三
〇
㌔
圏
と
は

限
ら
な
い
の
で
よ
り
広
範
な
地
域
に
配
布
し

て
下
さ
い
。

○
停
止
中
の
原
発
の
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー

ル
の
事
故
も
あ
り
得
ま
す
。
日
本
列
島
全
体

の
住
民
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
手
に
入
れ
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。

○
海
外
で
実
施
さ
れ
て
い
る
人
道
的
配
布
に
、

医
師
を
通
じ
て
応
募
出
来
る
制
度
を
整
備
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
会
の
連
絡
先
：
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
救
援
ア
ク
シ
ョ
ン

電
話
〇
三
・
五
三
七
六
・
七
八
九
八
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四
月
三
〇
日
、
東
京
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
で
、

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
救
援
ア
ク
シ
ョ
ン
主
催
の
、
広
瀬

隆
氏
に
よ
る
『
日
本
の
全
原
発
が
危
な
い
』

と
題
す
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五

〇
〇
人
定
員
満
杯
の
来
場
者
が
、
広
瀬
氏
の

「
早
急
な
原
発
ゼ
ロ
実
現
の
み
が
日
本
を
救

う
」
と
い
う
理
路
整
然
と
し
た
白
熱
の
講
演

に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

主
催
し
た
「
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
救
援
ア
ク
シ
ョ
ン
」

代
表
の
広
河
隆
一
氏
は
「
地
震
多
発
の
日
本

で
、
ま
た
も
無
謀
な
原
発
再
稼
働
が
な
さ
れ

た
。
こ
れ
で
は
、
事
故
は
必
ず
起
こ
る
と
予

測
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事

前
配
布
を
求
め
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

「
三
陸
の
海
・
岩
手
の
会
」
か
ら
は
二
人
が

上
京
し
、
講
演
会
運
営
の
手
伝
い
と
、
当
会

ミ
ニ
コ
ミ
の
た
め
の
取
材
を
行
い
ま
し
た
。

＊
図
版･

写
真
な
ど
（
当
日
配
布
資
料
か
ら
）

記
事
の
文
責
（
岩
手
の
会
・
編
集
事
務
局
）



全
国
各
原
発
に
一
万
七
八
二

〇
ト
ン
の
使
用
済
み
核
燃
料

日
本
列
島
は
中
央
構
造

線
と
い
う
大
断
層
が
続
く

地
形
に
よ
っ
て
縦
断
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
中
学
校
の

地
理
な
ど
で
教
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
央
構
造
線

が
、
近
年
、
日
本
列
島
に
沈

み
込
む
太
平
洋
プ
レ
ー
ト

の
動
き
が
活
発
に
な
り
数

多
く
の
地
震
を
発
生
さ
せ

て
い
ま
す
。
熊
本
地
震
は
明

ら
か
に
中
央
構
造
線
が
動

い
た
か
ら
で
す
。
現
在
、
川

内
原
発
と
伊
方
原
発
が
再

稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
常
識

で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
無
謀

で
危
険
な
こ
と
で
す
。

予
測
さ
れ
る
地
震
は

直
下
型

太
平
洋
側
か
ら
力
を
受

け
て
、
中
央
構
造
線
は
傾
斜

し
、
伊
方
原
発
の
真
下
に

向
か
っ
て
活
断
層
が
伸
び

て
い
ま
す
。
ま
た
川
内
原
発

の
六
㌔
沖
合
に
は
中
央
構

造
線
が
続
い
て
い
ま
す
。
従

っ
て
予
想
さ
れ
る
地
震
は
直

下
型
で
す
。
東
日
本
大
震
災

の
よ
う
な
約
百
三
十
㌔
沖
合

の
震
源
で
は
な
く
直
下
型
で

す
。
縦
波
に
よ
っ
て
地
震
を

感
知
し
て
す
ぐ
強
い
横
波

（
上
下
動
）
が
襲
い
ま
す
。

あ
ま
り
に
短
時
間
で
、
制
御

棒
が
う
ま
く
入
ら
ず
、
原
子

炉
緊
急
停
止
が
間
に
合
わ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

両
原
発
と
も
六
五
〇
ガ

ル
程
度
の
基
準
地
震
動
（
想

定
さ
れ
る
最
大
の
揺
れ
）
で

す
が
こ
れ
で
は
耐
え
ら
れ

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
避
難

す
る
余
裕
も
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

加
圧
水
型
原
発
の
弱
点

「
沸
騰
水
型
」
原
発
で
あ

る
福
島
第
一
原
発
と
違
い
、

川
内
原
発
も
伊
方
原
発
も

「
加
圧
水
型
」
で
す
。
原
子

炉
内
で
高
圧
を
か
け
て
２

９
０
℃
～
３
３
０
℃
の
高

温
の
熱
水
を
つ
く
り
、
蒸
気

発
生
器
に
送
っ
て
蒸
気
を

発
生
さ
せ
タ
ー
ビ
ン
を
回

し
ま
す
。
こ
の
高
温
高
圧
の

条
件
が
難
し
い
運
転
環
境

を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
に
蒸

気
発
生
器
は
無
数
の
細
い

パ
イ
プ
で
作
ら
れ
て
い
る

の
で
、
絶
え
ず
穴
あ
き
を
起

こ
し
て
お
り
、
定
期
検
査
で

栓
を
し
て
い
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
事
故
で

は
四
号
機
の
使
用
済
み
核

燃
料
プ
ー
ル
の
底
が
破
壊

さ
れ
崩
壊
寸
前
に
な
っ
て

い
た
の
で
補
強
し
て
危
機

を
逃
れ
ま
し
た
。
も
し
崩
壊

し
て
い
れ
ば
、
水
が
漏
れ
て

使
用
済
み
核
燃
料
が
露
出

し
、
高
温
を
発
し
て
溶
け
始

め
制
御
不
能
に
な
り
ま
し

た
。
実
際
に
「
放
射
能
を
大

量
に
放
出
し
東
京
も
避
難

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地

域
に
な
る
」
と
い
う
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
当
時
の

近
藤
原
子
力
委
員
長
か
ら

菅
総
理
大
臣
へ
出
さ
れ
ま

し
た
。

各
地
原
発
で
始
ま
っ
た

危
険
な
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ

全
国
の
原
発
に
は
使
用

済
み
核
燃
料
が
蓄
積
さ
れ

て
い
ま
す
。
使
用
済
み
核
燃

料
は
再
処
理
用
と
し
て
六

ヶ
所
工
場
に
集
中
さ
せ
い

ま
す
が
、
工
場
は
稼
働
せ
ず
、

受
け
入
れ
ス
ト
ッ
プ
で
す
。

そ
こ
で
各
地
の
原
発
で
は
、

増
え
続
け
る
使
用
済
み
核

燃
料
を
、
貯
蔵
の
間
隔
を
詰

め
て
、
規
定
量
の
二
倍
も
貯

蔵
出
来
る
よ
う
に
す
る
「
リ

ラ
ッ
キ
ン
グ
」
を
始
め
て
い

ま
す
。
危
険
を
ま
す
ま
す
増

大
さ
せ
る
行
為
で
す
。

福
島
原
発
事
故
に
倍
す

る
放
射
能
被
害
が
出
る

伊
方
原
発
も
川
内
原
発
も

日
本
の
南
西
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
偏
西
風
も
黒
潮
も
そ

し
て
対
馬
海
流
も
西
か
ら
東

に
向
か
い
ま
す
。
事
故
を
起

こ
せ
ば
、
危
険
な
放
射
能
は

日
本
列
島
を
縦
断
し
て
国
民

を
被
ば
く
さ
せ
ま
す
。
大
気

も
海
も
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
、

農
作
物
も
海
産
物
も
食
べ
ら

れ
な
く
な
り
、
日
本
の
食
糧

が
無
く
な
る
で
し
ょ
う
。

甲
状
腺
に
集
ま
る
ヨ
ウ
素

１
３
１

は
半
減
期
八･

〇
四
日

で
す
が
、
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
放
出
し
八
〇
日
で
約
千
分

の
一
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時

の
甲
状
腺
被
ば
く
を
防
ぐ
た

め
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
服
用

し
て
や
り
過
ご
し
、
甲
状
腺

を
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コンクリート打ち

と鋼製支柱で補強

貯蔵能力 663 本

貯蔵能力約 1240本

高浜原発３、４号機の場合

未収納部分

既に収納した部分

左 伊方原発３号機

下 川内原発

１．２号機

詰め込みにすれば、崩壊熱が溜まりやすい。

緊急時には臨界事故の恐れも増す。


